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船舶事故調査報告書 

 

令和８年８月５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄    

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和６年３月３日 ２２時５６分頃 

発生場所 東京都神津
こ う づ

島村神津島北西岸 

 神津島灯台から真方位０１３°２.６海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°１４.０′ 東経１３９°０８.１′） 

事故の概要  漁船第八福栄
ふくえい

丸は、航行中、船内電源が喪失して主機が停止し、浅

所に乗り揚げた。 

 第八福栄丸は、乗組員１人が死亡し、船底外板に破口等を生じた。 

事故調査の経過  令和６年３月４日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第八福栄丸、３７９トン 

 １３２７５８、前潟水産有限会社（Ａ社） 

 ５６.１６ｍ×８.８０ｍ×３.８５ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、７３６.０kＷ、使用燃料Ａ重油、平成４年３月 

 （写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗組員等に関する情報 船長 ５９歳 

 四級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 平成１１年７月８日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和５年７月２８日 

写真１ 本船 

操舵室 

（A 社提供） 
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  免状有効期間満了日 令和１０年７月２７日 

機関長 ７７歳 

 三級海技士（機関） 

  免 許 年 月 日 平成５年３月１８日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和５年１１月２０日 

  免状有効期間満了日 令和１０年１１月１９日 

 死傷者等 死亡 １人（乗組員Ａ） 

 損傷 船底外板に破口等（全損） 

 気象・海象 (1) 気温及び風向・風速 

   本事故発生場所の南方約５.５kmにある神津島地域気象観測所に

おける観測値は、次のとおりであった。 

 
項目 

時刻 
気温 
(℃) 

風向・風速 

平均 最大瞬間 

風向 
風速 
(m/s) 

風向 
風速 
(m/s) 

16:00  9.9 西 10.8 西 17.5 

17:00  9.7 西 11.9 西南西 18.0 

18:00  9.4 西 11.6 西 18.5 

19:00  9.8 西北西 9.5 西北西 15.9 

20:00 10.4 西 9.2 西南西 17.0 

21:00 10.0 西北西 9.6 西北西 16.5 

22:00  9.7 西北西 9.6 西北西 15.9 

23:00  8.9 西北西 9.8 西北西 15.4 

 

(2) 船長等の観測 

   気象：天気 曇り、視界 良好 

   海象：波向 北西、波高 約２.０ｍ 

(3) 気象注意報 

   神津島村には、２月１９日０４時１４分に波浪注意報が、２月

２９日１６時２２分に強風注意報がそれぞれ発表され、本事故当

時も継続中であった。 

 事故の経過 (1) 出港から乗揚までの状況 

   本船は、船長及び機関長ほか２３人（日本国籍３人、インドネ

シア共和国籍２０人）が乗り組み、ペルー共和国沖等の南米西方

海域の漁場でまぐろはえ縄漁に従事する目的で、令和６年３月３

日１１時頃、静岡県静岡市清水港を出港した。 

   本船は、静岡県南伊豆町石廊崎西方沖を通過後、北西方向から

の波を受け、船体が大きく動揺する状態となり、その後、１６時

５０分頃、神津島北西方沖を約９.０ノットの対地速力で航行中、

運転中の発電機が突然停止し、船内電源を喪失した。 



 

- 3 - 

   本船は、船内電源喪失から約１０分後、機関部乗組員が別の発

電機を始動し、一旦は船内電源が復旧したが、直後に当該発電機

も停止し、再度、船内電源を喪失した。 

   本船は、１７時３０分頃、電源喪失に伴い燃料油の供給が途絶

え、主機が停止して漂流状態となった。 

   本船は、機関部乗組員が主機の復旧を試したものの始動するこ

とができず、北西方向からの風浪の影響を受け、徐々に東方に圧

流された。 

   船長は、１８時頃、本船が自力航行できなくなったことについ

て携帯電話のメッセージアプリ（以下「メッセージアプリ」とい

う。）によってＡ社担当者に連絡した。 

   Ａ社担当者は、２０時４５分頃、本船が機関故障で航行が不能

になった旨を海上保安庁に通報した。 

   本船は、主機が始動できないまま東方の神津島方向に圧流さ

れ、船長が同島に乗り揚げる危険を感じ、２２時４５分頃右舷錨

を投下したが、その直後に波浪の衝撃等で錨鎖が切断した。 

   本船は、その後も神津島への接近を続け、船長が乗組員に対

し、ヘルメットと救命胴衣の着用を指示した。 

   本船は、２２時５６分頃、神津島北西沿岸の岩礁帯に乗り揚げ

た。 

   船長は、本船が乗り揚げた旨をメッセージアプリによってＡ社

担当者に連絡した。 

 （図１、写真２ 参照） 
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(2) 乗揚後の状況 

   本船は、乗揚後、波を受けて船体が大きく左右に動揺を繰り返

図１ 事故発生経過概略図 

事故発生場所 
令和６年３月３日 

 ２２時５６分頃発生 

× 清水港 

神津島 

東京都神津島村 

静岡県静岡市 

神津島 

17 時 30 分頃 
主機停止 

16 時 50 分頃 
船内電源喪失 

11 時 00 分頃  
出港 

駿河湾 

石廊崎 

水深２０～５ｍ 

写真２ 乗揚後の本船 

（下田海上保安部 提供） 
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しており、船長は、この状況下で救命いかだを使用して退船する

ことは危険と判断し、波の打ち込みの影響が少ない操舵室左舷側

のウイングに退避するよう指示した。 

   乗組員１人は、４日０２時００分頃、操舵室左舷側の外部階段

を単独で上っていた乗組員１人（以下「乗組員Ａ」という。）が、

打ち寄せた波を受けて落水したのを目撃した。 

   海上保安庁のヘリコプターは、４日０８時００分頃、乗組員Ａ

以外の乗組員を救助した。 

   乗組員Ａは、０８時５０分頃、神津島北西部の海岸で発見され、

１０時１０分頃、医師によって死亡が確認され、後日、医師に 

よって、次のとおり検案された。 

   死亡推定時刻：３月４日０４時頃 

   直接死因：溺死（発症から死亡までの期間：短時間） 

   本船は、後日、乗り揚げた状態で船体が分断し、廃船処理された。 

 その他の事項 (1) 燃料油配管系統の状況 

  ① 発電機等の運用状況 

    本船の機関室内には、２台の発電機が配置されており、航海

中、発電機１台による単独運転が行われていた。 

  ② 過去の不具合等 

    本船は、数年前に外国の港において燃料油を補給して以降、

燃料油サービスタンク等の燃料油配管系統内に海苔
の り

の佃
つくだ

煮
に

状の

沈殿物（以下「スラッジ」という。）が多く確認される状況に 

あった。 

    本事故の約１０か月前の航海期間においても、運転中の発電

機が数回停止する事象が発生しており、機関部乗組員が発電機

の切替えを実施するとともに、燃料油ストレーナーの開放清掃

を行うことで運転を再開させていた。（図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 図２ 本船の燃料油配管系統（概略） 
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  https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/localanalysis/08naha/20240423nhanalysis.pdf  

(2) 燃料油の状況 

  ① 保守点検の状況 

    本船は、令和５年６月から令和６年２月までの約８か月間、

静岡県焼津市焼津港の造船所で係船状態にあった。この間、燃

料油タンク内部の点検及びドレン抜き、燃料油ストレーナーの

開放掃除等の保守整備作業は実施されていなかった。 

    機関長は、２月２１日にＡ社に雇用され、出港の数日前に乗

船したが、本船の機関の状態について前任者及びＡ社からの引

継ぎは行われていなかった。 

    本船は、造船所から清水港への回航時に約３時間の試運転を

実施し、機関部乗組員が点検を行ったが、異状は認められな 

かった。 

    機関長は、清水港停泊中において積載されていた燃料油を目

視で確認したところ、特段の異状を認めず、燃料油タンクの内

部の状態などを確認していなかった。 

  ② 運輸安全委員会の分析集 

運輸安全委員会の地方分析集「燃料油中にカビが繁殖する

話」 （運輸安全委員会事務局那覇事務所作成、令和６年４月発

行）によれば、燃料油中におけるカビ菌糸の繁殖について、次

のとおり記載されている。 

・機関室温度が３０～４５℃となる環境は、カビが繁殖しや

すい条件である。 

・タンク内に保管された燃料油の使用頻度が低く、保管期間が

長期化するほど、カビの繁殖するリスクが高まる傾向にあ

る。 

・燃料油内で繁殖したカビは、海苔の佃煮状にスラッジ化

し、船体動揺等によってタンク内で浮遊して燃料油配管系

統に吸引され、同系統を閉塞させるおそれがある。 

(3) 通信設備の状況 

   本船は、船内電源喪失後、無線機器が使用できない状態であっ

たものの、バッテリー式の携帯電話及び持ち運び式双方向無線電

話装置を備えており、神津島北西方沖において外部と通信するこ

とが可能な状態であった。 

(4) 緊急時の対応に関する状況 

  ① 乗組員が操舵室に退避する際、複数の乗組員は、ヘルメット

及び救命胴衣を着用しない状態で昇橋していた。 

  ② 乗組員Ａが波を受けて落水した外部階段は、燃料油タンク空

気抜き管等からの漏油によって床面が滑りやすい状態であっ
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た。 

  ③ 捜索によって発見された乗組員Ａは、救命胴衣を着用してい

なかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

あり 

(1) 運航不能の要因に関する解析 

  ① 本船は、数年前に外国の港で燃料油を補給して以降、燃料油

サービスタンク等にスラッジが多く確認される状況にあり、前

回の航海時においても、運転中の発電機が繰り返し停止する事

象が発生していた。 

  ② 本船は、約８か月間、係船状態にあり、出港に際して燃料

油タンクのドレン抜き、内部点検等の保守整備作業が実施さ

れていなかったことから、適切な管理が行われていなかった

ものと考えられる。一般的に、燃料油（軽油、Ａ重油等）は

使用頻度が低く、保管期間が長期化するほど、カビの繁殖に

伴うスラッジが発生するリスクが高くなることから、同タン

クの燃料油にスラッジが発生していたものと考えられる。 

  ③ 機関長は、出港数日前に乗船し、Ａ社等から機関の状態につ

いて引継ぎを受けていなかったこと及び目視によって燃料油の

状態を確認して良好であると判断したことから、長期係船状態

の本船において、②のようなスラッジが発生する状況を予測で

きず、燃料油配管系統の状態を十分に把握していなかったもの

と考えられる。 

  ④ ①～③から、本船は、神津島西方沖を航行中、燃料油タンク

内でカビが繁殖してスラッジを生成して堆積し、スラッジが船

体動揺等によって燃料油と共に燃料油配管系統内に流れ出し、

ストレーナー等を閉塞させた結果、燃料油の供給が途絶え、発

電機が停止して船内電源を喪失した。その後、乗組員が予備の

発電機へ切り替えたものの、当該発電機も直後に停止し、更に

主機も停止したことから自力航行不能となったものと考えられ

る。 

(2) 事故発生に関する状況 

  ① 船長は、本船が自力航行できなくなった際、メッセージアプ

リによってＡ社担当者に知らせたものの、非常時の連絡手段と

しては即時性がなかったことから、海上保安庁に対する通報が

直ちに行われなかったものと考えられる。 

  ② 本船が運航不能となって約３時間経過してからＡ社の代理店

経由で海上保安庁に通報されていることから、その間、本船は
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主機が停止した状態で西寄りの風浪の影響を受けて東方へ圧流

されていたものと考えられる。 

  ③ ①及び②から、本船が、東方へ圧流され続け、船長が神津島

に乗り揚げる危険を感じ、右舷錨を投下したものの、波浪の衝

撃等で錨鎖が切断し、同島北西沿岸の岩礁帯に乗り揚げたもの

と推定される。 

(3) 緊急時の対応に関する解析  

  ① 船長は、乗組員に対し、救命胴衣等の着用を指示していたも

のの、複数の乗組員が未着用のまま行動していたことから、緊

急時における乗組員の安全意識が不足していた可能性があると

考えられる。 

  ② 乗組員Ａは、本船乗揚後に船体動揺がある状況下、油が付着

して床面が滑りやすい外部階段を単独で上っている途中、波を

受けて落水したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が神津島西方沖を航行中、船内電源を喪失し

て主機が停止した後、船長がＡ社に運航不能となった旨を非常時の連

絡手段としては即時性がないメッセージアプリで連絡したため、海上

保安庁への通報が遅れ、主機停止状態で風浪の影響を受けて圧流され

続けた本船が、神津島北西沿岸の岩礁帯に乗り揚げたものと考えられ

る。 

 本船は、約８か月間の係船状態の後、燃料油配管系統の十分な保守

整備作業が行われていなかったことから、スラッジが、燃料油タンク

で発生して堆積し、航行中の船体動揺によって同タンクから同系統に

流れ出し、ストレーナー等を閉塞させたものと考えられる。その結

果、発電機が停止して船内電源が喪失し、更に主機が停止したものと

考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・船長及び船舶所有者は、船舶に運航不能等の緊急事態が発生した

際、その時点で使用可能な即時性のある通信手段を用いて直ちに

海上保安庁に通報すること。 

・船舶所有者及び機関長は、管理船舶が長期間係船された場合、ま

た、燃料油配管系統にスラッジ等の混入が認められた場合には、

同系統の点検を確実に実施し、必要に応じて燃料油タンクの清掃

を行うこと。燃料油用カビ防止剤の投入等の措置を採ることが望

ましい。 

・機関長及び機関部乗組員は、日頃から燃料油配管系統にあるスト

レーナーの開放掃除、燃料油清浄機の開放整備等を行った際、前

記したスラッジ等の混入が認められた場合には、同様の措置を採

ること。 
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・船舶所有者及び船長は、緊急時における避難経路及び待機場所の

設定を検討するとともに、乗組員に対し、救命胴衣等の保護具の

着用、単独行動の禁止等の安全管理を徹底させること。 


